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学術をめぐる国際情勢

「知」をめぐる世界大競争の時代

世界共通の課題の増加

科学技術・学術の進展に伴う国際展開への要請

地域連合の発展とアジアの台頭
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競争的取組
優れた

研究人材の
流出懸念

優れた
研究人材の
獲得競争

「知」をめぐる世界大競争の時代

主要国間では・・・

学術をめぐる国際情勢 （２）
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学術をめぐる国際情勢 （３）

世界共通の課題の増加

急速な経済発展

人口急増

持続可能な発展への危機感

地球温暖化

大規模災害

森林減少
砂漠化

水・エネルギー問題

地球規模の問題
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学術をめぐる国際情勢 （４）

科学技術・学術の進展に伴う国際展開への要請

高い研究レベルの
維持

迅速な情報交換

国際展開は本質的に不可避

効率的な分担

大規模化 コストの増大
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学術をめぐる国際情勢 （５）

地域連合の発展とアジアの台頭

EU拡大

グローバル化と並行する地域連合

中国・韓国の著しい成長

経済面 科学技術

学術

アジアにおける経済の進展
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国際動向の調査・分析

交流の積極的展開（我が国学術関係機関の海外拠点を核に）

日本のイニシアティブ
－国際的な協力を必要とする学術研究において－

国際戦略を考慮した活動

地球規模問題や安全・安心な社会への構築における
リーダーシップ

地域連合の発展とアジアの台頭
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日本のイニシアティブ （２）

科学技術・学術の世界的水準維持

「知」をめぐる世界的競争への対応

欧米先進諸国等との連携・協調

我が国の社会・経済発展への還元意識
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NRC
NSERC

DFG
MPG

JSPS EPSRC

CNRS CNR NSFRFBR

1979年第一回会合を西ドイツで開催

G8メンバー国の研究支援機関が参加（カナダ、フランス、
ドイツ、イタリア、日本、ロシア、英国、アメリカ合衆国）

1994年の第13回会合と2002年の第21回会合を日本で開催

テーマ
近年の科学技術政策の動向

科学技術政策へのシンクタンクの役割

先進８か国研究会議長会合（G8-HORCs）

日本のイニシアティブ （２）
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世界から研究者、技術等の知的資源が集まる「場」の構築

特長を活かした国際展開（大学・研究機関、地域等）

ファンディングの充実・強化

政府としての支援
－研究者が国際共同研究に取り組むために－

魅力ある研究環境の実現

国際的研究人材の養成・確保とネットワーク化

「知の出会い」の場の充実→知的触発の活性化、研究人材間の
継続的な「ネットワーク」の構築

優れた外国人研究者と自国の在外研究人材の大学等への受入れ

若手研究者の海外派遣の促進
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国際活動基盤の強化

大学における特色ある組織的な国際展開に向け
た取組の支援

海外拠点を核とした事業の総合的実施及び連携
の促進

国内研究成果の国際的情報発信力の強化

政府としての支援 （２）
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大学における国際化戦略

知の世界大競争

優秀な研究者を世界から
国際競争力のある大学に

■全学的な取組体制

■外国人研究者の受入環境整備

■海外の大学等との連携

【今まで】
研究者個人の活動

【これから】
大学における特色のある組織的な国際展開
《大学国際戦略本部強化事業》１７年度新規 ＭＥＸＴ／ＪＳＰＳ

・２０大学等を５年間支援
・ＪＳＰＳがモデル開発
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国際条約・協定等と国際共同研究

平成５年度

公立 80

国立
1229

私立
1686

大学共同
利用機関
36

計
3,101件

平成１５年度

国立
4674

公立
393

私立
5724

大学共
同利用
機関
104

計
11,089件

大学等間交流協定の拡大
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日本学術振興会における

二国間・多国間協力の拡大

国際条約・協定等と国際共同研究（２）

個人の研究者交流
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JSPS 相手国対応機関

覚書締結

連絡協議

共同研究
セミナー
研究者交流

共同研究
セミナー
研究者交流

研究者 研究者

申
請

支
援

申
請

支
援

二国間交流

国際条約・協定等と国際共同研究（３）
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UK(RS,BA,BC,EPSRC)

France(CNRS,INSERM,INRA,MAE,研究担当省)

Belgium(FNRS/FWO)

ESF

Netherlands(NWO)

Denmark(DRC)

Norway(RCN)

Germany(AvH,DAAD,DFG,MPG)

Sweden(RSAS,STINT,VINNOVA,SSF)

Spain(CSIC)

Finland(AF)

Poland(PAN)

Czech(ASCR)

Slovakia(SAS)

Austria(BMBWK,OAD,FWF)

Hungary(HAS,HSB)

Switzerland(SNSF)

Slovenia(MHEST)

Romania(MEC)

Bulgaria(MES)

Italy(CNR,MIUR)

Israel(IAPISR)

India(INSA,DST)

Bangladesh(UGC)

China(CAS,CASS,MOE,CAMS,NSFC,MOST)

Vietnam(VAST)

Philippines(DOST)

Thailand(NRCT)

Malaysia(VCC)

Singapore(NUS)

Indonesia(DGHE,LIPI)

Australia(AAS,ARC)

New Zealand(MoRST)

Canada(NSERC,CIHR,NRC)

USA(NSF,SSRC,NCI,NIH,NAS)

Mexico(CONACYT)

Brazil(ABC,CNPq)

Chile(CONICYT)

Argentina(CONICET)

UN(UNU)Korea(KOSEF)

South Africa (NRF)

本会の海外対応機関
（43か国、2国際機関を含む78機関）

国際条約・協定等と国際共同研究（４）

Estnia(EstSE)

Russia(RFBR)

Mongolia(MECS)
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国際条約・協定等と国際共同研究（５）

ニュージーランド研究科学技術省(MoRST)との覚書調印式
（２００５年６月１日、於東京）
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先端研究拠点事業
(JSPS Core-to-Core Program)

国際条約・協定等と国際共同研究（６）

協 力 機 関

先端分野における拠点間
交流

最先端科学における若手
研究者の交流

平成１７年度：２０拠点機関

協 力 機 関

拠 点 機 関 拠 点 機 関

共同研究

相手国 (A)日 本

対応国 (C)
対応国 (B)

覚書

JSPS 相手国対応機関

多国間交流
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国際条約・政府間協定とも連携しつ
つ、柔軟かつ自由度の高い取組み

国際条約・協定等と国際共同研究（７）

国際条約・政府間協定

大学等間
交流協定

日本学術振興会etc.
ファンディング・エージェンシー
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アジア諸国との連携推進

東アジア科学技術コミュニティの構築

将来のアジアにおけるコミュニティを担う人材養成。

アジア共通の課題解決への協働

環境問題、自然災害、新興・再興感染症対策等

アジアにおける連携強化

日中韓パートナーシップの強化
東アジア地域協力の先導

先端的課題及び、共通課題への挑戦

競争力があり、安定し魅力ある地域の実現
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日・中・韓学術振興機関長会議
（Asian HORCs ※１ ）

第1回会議：平成15年11月、於東京

第２回会議：平成16年12月、於上海

３カ国の学術振興機関（JSPS, NSFC, KOSEF）
※２の長が自由な意見交換を行う

議題
-科学技術政策をめぐる
最近の情勢

-将来的な３ヵ国連携の
方向性

※２ NSFC：中国国家自然科学基金委員会

KOSEF：韓国科学財団

※１ HORCｓ： Heads of Research Councils

※日中韓（Ａ３）フォーサイト
プログラム 【第１回会合（東京）の様子】

アジア諸国との連携推進（２）
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KOSEFNSFCJSPS

韓国中国日本

日中韓・学術振興機関長会議（A-HORCs）参加機関により実施

日中韓パートナー
シップの強化

世界トップレベルの学術拠点の構築

＝アジアの核としての日中韓＝

NSFC：中国国家自然科学基金委員会

KOSEF：韓国科学財団

日中韓(A3)フォーサイトプログラム

アジア諸国との連携推進（３）
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アジア・パートナーシップ事業

アジア･アフリカ学術基盤形成事業アジア研究教育拠点事業

・我が国の研究機関が主導的役割を果

たし、アジア・アフリカ地域の課題解決

に貢献

・アジア･アフリカに特有、又は同地域で

特に重要である研究課題

・各国学術振興機関等からの支援は必

須としない

・公募制

・最長３年間

・多国間が原則

・アジアを世界の３大学術センターとする

ため、先端的な共同研究や若手研究者

の育成を実施

・先端的又は国際的に重要と認められる

研究課題

・対応機関を設定し、相手国からも支援を

受ける

・公募制

・最長５年間（３年目に中間評価）

・二国間又は多国間

（Asian CORE Program） （AA Science Platform Program）

アジア諸国との連携推進（４）
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